
会
議
録
作
成
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導

入
と
市
民
に
分
か
り
や
す
い
議
会

運
営
を
め
ざ
し
て

平
成
19
年
8
月
2
日
〜
3
日
、

茨
城
県
取
手
市
と
福
島
県
須
賀
川

市
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

取
手
市
議
会
で
は
、
音
声
認
識

に
よ
る
会
議
録
作
成
支
援
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
本
会
議
及
び
委
員

会
の
会
議
録
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
音
声
を
認

識
し
パ
ソ
コ
ン
上
で
文
字
化
さ
れ

た
デ
ー
タ
を
、
複
数
の
職
員
が
同

時
に
編
集
す
る
も
の
で
す
。
こ
の

結
果
、
本
会
議
の
テ
ー
プ
反
訳
に

係
る
委
託
経
費
を
全
額
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
、
委
員
会
の
会
議
録

作
成
に
費
や
し
て
い
た
職
員
の
時

間
外
勤
務
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
の
こ
と
で
す
。
ま

た
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
会
議
録
の

編
集
作
成
に
取
り
か
か
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
本
会
議
の

会
議
録
発
行
ま
で
約
2
週
間
の
短

縮
が
可
能
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で

す
。須

賀
川
市
議
会
で
は
、
市
役
所

ロ
ビ
ー
や
支
所
等
で
議
会
中
継
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
議

会
中
継
の
準
備
を
整
え
る
な
ど
、

市
民
に
分
か
り
や
す
い
議
会
運
営

を
め
ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
し
た
。

産
後
マ
マ
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
・

北
し
り
べ
し
広
域
廃
棄
物
処
理
場

・
江
別
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

平
成
19
年
7
月
2
日
〜
4
日
の

日
程
で
、
北
海
道
室
蘭
市
、
小
樽

市
及
び
江
別
市
の
行
政
視
察
を
行

な
い
ま
し
た
。
室
蘭
市
で
は
「
産

後
マ
マ
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
」は
、

産
後
、
家
事
や
育
児
が
困
難
な
核

家
族
の
家
庭
に
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣

し
て
、
乳
児
の
世
話
や
家
事
を
支

援
す
る
事
業
で
す
。事
業
開
始
後
、

利
用
の
伸
び
悩
み
が
あ
る
と
の
こ

と
で
す
。
こ
れ
は
産
褥
期
に
家
事

と
い
う
最
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
部

分
に
他
人
に
立
ち
入
ら
れ
る
の
を

嫌
う
、
現
代
世
相
を
反
映
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
3
日
は
、
小
樽
市

を
含
む
1
市
4
町
1
村
で
構
成
す

る
「
北
し
り
べ
し
廃
棄
物
処
理
広

域
連
合
」
が
設
置
し
平
成
19
年
4

月
よ
り
供
用
開
始
と
な
っ
た
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
及
び
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
を
視
察
し
ま
し
た
。
総
工

費
69
億
円
、
1
日
24
時
間
の
処
理

能
力
1
9
7
ト
ン
の
、
新
施
設
で

す
。
4
日
は
、
江
別
市
「
江
別
河

川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
視
察
、

一
般
河
川
石
狩
川
及
び
千
歳
川
を

擁
し
、
水
害
等
に
対
す
る
重
要
度

が
高
い
た
め
、
合
流
地
点
の
高
地

建
設
し
た
も
の
で
す
。

市
民
参
加
推
進
条
例
・
中
心
市
街

地
活
性
・
ハ
イ
ラ
ン
ド
ふ
ら
の
・

市
民
と
つ
く
る
新
図
書
館

平
成
19
年
7
月
9
日
〜
11
日
、

北
海
道
旭
川
市
、
富
良
野
市
、
帯

広
市
を
行
政
視
察
し
ま
し
た
。

旭
川
市
で
は
、
市
民
が
自
ら
主

体
的
に
発
言
し
提
案
し
行
動
す
る

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
上
で
の
強
力
な
原
動

力
に
な
る
と
自
覚
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
市
民
と
市
と
の
協
働
を
基
本

に
考
え
た
市
民
参
加
の
考
え
を
確

認
す
る
と
と
も
に
将
来
に
向
か
っ

て
更
に
市
民
参
加
を
充
実
さ
せ
一

層
の
推
進
を
す
る
た
め
に
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

富
良
野
市
で
は
中
心
市
街
地
は

ふ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
が

中
心
と
な
り
商
店
街
の
販
売
促
進
、

企
画
事
業
実
施
等
、
20
の
業
務
を

担
い
、
地
元
住
民
、
観
光
客
に
も

親
し
み
地
元
住
民
の
出
店
す
る
店

と
起
業
家
応
援
型
の
店
の
複
合
で

構
成
し
て
い
ま
し
た
。
ハ
イ
ラ
ン

ド
ふ
ら
の
は
観
光
拠
点
の
公
共
宿

14

委
員
会
・
会
派�

行
政
視
察
研
修

行
政
視
察
研
修�

行
政
視
察
研
修�

行
政
視
察
研
修�

北しりべしクリーンセンター前にて

会議録作成支援システムを進める取手市にて

観光と中心市街地活性化に取り組む富良野市にて
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泊
施
設
と
し
て
人
気
で
地
元
住
民

の
憩
い
の
場
と
し
て
重
宝
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

帯
広
図
書
館
は
市
民
公
募
債
に

よ
り
建
設
さ
れ
、
寄
贈
図
書
の
活

用
な
ど
自
分
達
の
図
書
館
は
自
分

達
で
作
ろ
う
と
い
う
投
資
意
欲
が

う
か
が
え
え
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
松
山
駅
周
辺
整
理
事
業
・
環

境
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
淡
路
花

博
の
そ
の
後

平
成
19
年
7
月
30
日
と
31
日
に
、

愛
媛
県
松
山
市
・
東
温
市
及
び
兵

庫
県
淡
路
花
博
記
念
事
業
協
会
を

訪
れ
視
察
し
ま
し
た
。

松
山
市
で
は
、
市
民
参
加
の
も

の
と
『
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
　
み

ん
な
の
松
山
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
し

た
。
市
の
中
央
を
走
る
予
讃
線
に

よ
り
、
市
街
地
が
東
西
に
分
断
さ

れ
、
市
民
の
生
活
に
多
大
な
支
障

を
来
し
て
い
る
現
状
に
対
し
、
2

4
0
0
メ
ー
ト
ル
の
鉄
道
高
架
事

業
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
市
民
・

企
業
・
行
政
が
一
体
と
な
り
推
進

し
て
い
る
様
子
は
、
大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
。

東
温
市
で
は
、
エ
コ
キ
ッ
ズ
支

援
や
省
エ
ネ
新
エ
ネ
の
推
進
等
を

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

と
り
わ
け
小
学
生
達
の
校
内
校
外

学
習
を
含
め
た
エ
コ
市
民
育
成
事

業
は
、
見
習
う
べ
き
点
が
多
々
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

花
博
記
念
事
業
協
会
で
は
、
7

年
前
に
開
催
さ
れ
た
「
淡
路
花
博

そ
の
後
」
に
つ
い
て
検
証
し
、
イ

ベ
ン
ト
終
了
後
の
施
設
利
活
用
等

を
含
め
、
再
考
す
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

長
野
県
須
坂
市
就
業
支
援
セ
ン
タ

ー
・
ゆ
め
わ
ー
く
須
坂

今
日
、
労
働
法
規
の
相
次
ぐ
規

制
緩
和
に
よ
っ
て
労
働
者
の
3
人

に
1
人
が
不
安
定
雇
用
の
状
況
で

格
差
と
貧
困
の
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
行
政
の
雇
用
対
策
の
実
践
例

と
し
て
視
察
し
た
。

一
、
学
生
・
フ
リ
ー
タ
ー
・
求
職

者
を
対
象
と
し
た
職
業
準
備
セ

ミ
ナ
ー
へ
の
誘
導

二
、
職
業
観
の
早
期
醸
成
事
業
、

小
5
・
高
2
の
職
業
現
場
見
学

三
、
「
職
業
支
援
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ

ー
ス
」
の
発
行
で
情
報
発
信

四
、
ゆ
め
わ
ー
く
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

企
業
の
採
用
担
当
者
、
高
校
の

進
路
担
当
者
、
勤
労
者
や
市
民
の

代
表
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
担
当
者
な

ど
で
構
成
し
、提
言
と
情
報
交
換
、

と
も
に
で
き
る
事
を
探
る
。

平
成
17
年
度
よ
り
発
足
し
、
19

年
7
月
ま
で
延
利
用
者
6
4
4
名
。

昨
年
7
月
か
ら
始
ま
っ
た
無
料
職

業
紹
介
で
8
名
の
就
職
が
決
ま
っ

た
。
市
長
が
か
わ
り
、
産
業
の
振

興
・
雇
用
の
推
進
に
力
を
入
れ
た

施
策
と
し
て
実
現
し
て
い
る
。
本

市
に
お
い
て
も
研
修
の
成
果
の
施

策
他
を
提
言
し
て
参
り
ま
す
。

美
祢
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
刑
務
所
・
萩
景

観
と
博
物
館
・
益
田
の
ま
ち
づ
く

り
8
月
6
日
〜
8
日
に
山
口
県
・

美
祢
市
、
萩
市
と
島
根
県
益
田
市

の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

美
祢
市
は
炭
鉱
閉
山
で
過
疎
化

が
始
ま
っ
た
街
で
す
が
、「
美
祢
社

会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
」
は
国
内

初
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ
る
刑
務
所

が
矯
正
施
設
を
併
せ
持
っ
た
施
設

と
し
て
、
平
成
19
年
5
月
に
誕
生

し
、
公
権
力
の
行
使
を
伴
う
業
務

以
外
の
施
設
警
備
・
職
業
訓
練
・

収
容
監
視
・
健
康
診
断
等
が
委
託

業
務
内
容
で
あ
り
ま
す
。
収
容
定

員
は
1
0
0
0
人
で
、
国
職
員
1

2
3
人
、
民
間
職
員
1
8
0
人
が

働
き
人
材
再
生
の
多
様
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
基
本
と
す
る
収
容
棟
で
す
。

萩
市
は
世
界
に
誇
る
都
市
遺
産

が
当
時
の
姿
で
数
多
く
残
さ
れ
て

お
り
、こ
れ
を
後
世
に
残
す
為
に
、

景
観
計
画
区
域
や
景
観
形
成
基
準

を
策
定
し
、
重
点
区
域
で
は
最
高

高
さ
を
13
メ
ー
ト
ル
以
下
で
周
辺

の
町
並
み
と
の
調
和
に
配
慮
す
る

取
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
」
は
、

ま
ち
全
体
を
屋
根
の
な
い
博
物
館

と
見
立
て
た
観
光
地
づ
く
り
で
あ

り
「
も
の
し
り
博
士
検
定
」
な
ど
、

地
元
の
人
で
我
が
町
を
愛
す
る
市

民
が
急
増
し
、
こ
れ
が
年
間
観
光

客
2
4
0
万
人
を
常
時
確
保
す
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

益
田
市
は
地
域
住
民
と
行
政
が

連
帯
し
、「
市
民
提
案
型
み
ん
な
で

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
を
実

施
し
、
市
民
活
動
団
体
の
自
発
的

・
自
立
的
な
提
案
事
業
活
動
を
補

助
し
市
民
参
加
型
の
行
政
運
営
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

15

益田市まちづくりの説明

ゆめわーく須坂就業支援センターにて

松山市役所にて
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